
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は目標値を上回る成果が出ており、６年度も現状のニーズ等を踏まえると、KPIは目標達成す

ると考えられることから、６年度の執行方法の見直し等は想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 37,307 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 39,848 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 105.99 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 29678 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 23000 人

目標値 28000 人 目標値 29500

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

始期 R2

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

しまなみ海道の海外サイクリング観光客数(年間)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は概ね想定どおりの成果が出ており、引き続き交流を継続していく。

当初 事　項 しまなみ海道魅力向上事業費 予算主管課 自転車新文化推進課

事　業

概　要

ナショナルサイクルルートに指定されている「しまなみ海道エリア」の世界ブランド化を目指

し、地元市町や民間団体と連携・役割分担の上、サイクルツーリズムの深化に向けた事業を推

進することで、しまなみ海道の発展と持続的な地域振興を図る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

R5年度は、台湾とのボッチャを通じた直接交流が再開したことに加え、マレーシアとのバドミントンについても多くの県内高校生

との直接交流を実現できたことにより、目標値を達成することができた。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 6,661 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 13,775 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

人 実績値 人

達成率 104.50 ％ 達成率 ％

3200 人

実績値 836 人 実績値 人 実績値

1600 人 目標値 2400 人 目標値

Ｒ5～Ｒ7年度 時点･期間 Ｒ5～Ｒ8年度

現状値 2300 人

目標値 800 人 目標値

R1～R4年度 時点･期間 Ｒ5～Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ5～Ｒ6年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

国際交流事業の参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 国際スポーツ交流推進事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

東京2020大会でのホストタウン相手国・地域と、選手団受入れや県内選手派遣等のスポーツ

交流を行うことで、友好関係の強化や県内競技力の向上を図るとともに、友好国等に対して本

県の魅力をPRすることで、本県への誘客を促進する。

始期 S49

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は、目標達成には至らなかったことから、６年度は、モニターツアー参加者の見直しや参加条

件の改善を図り、更なる情報発信や誘客促進を行い、成果の向上につなげる。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

コロナ禍を経てインバウンド需要が回復し、豪州からのサイクリング観光客は順調に回復してきたが、長期に渡ったコロナ禍の影

響による旅行業者の人手不足や、サイクリングに特化したツアーの企画は特殊性があると考えられることから、目標達成には至ら

なかったと考えられる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 19,967 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 19,967 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 75.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 60 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 ％ 目標値

時点･期間

現状値 ― ％

目標値 80 ％ 目標値 -

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 - 時点･期間

始期 R5

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

豪州向けツアーを造成する県内旅行業者の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は、ほぼ目標値を達成する成果が出ており、６年度は、モニターツアー参加者の見直しや参加

条件の改善を図り、更なる情報発信や誘客促進を行い、成果の向上につなげる。

当初 事　項 豪州サイクリスト誘客促進強化事業費② 予算主管課 自転車新文化推進課

事　業

概　要

橋を核とした豪州政府関係機関との交流促進の合意を契機に、インバウンド等を促進するた

め、豪州コアサイクリスト向けのモニターツアーや、豪州人のサイクリング旅行趣向等の把

握・分析に向けた調査を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

コロナ禍後の旺盛なインバウンド需要の回復及び円安を背景に、豪州からのサイクリング観光客は、全体の9％（米国に次いで２

位）となり、コロナ禍前の水準を超えて回復しており、ほぼ目標値を達成した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 19,967 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 19,967 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 99.13 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 2726 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 2200 人

目標値 2750 人 目標値 3300

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

始期 R5

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

しまなみ海道の豪州サイクリング観光客数(年間)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 豪州サイクリスト誘客促進強化事業費 予算主管課 自転車新文化推進課

事　業

概　要

橋を核とした豪州政府関係機関との交流促進の合意を契機に、インバウンド等を促進するた

め、豪州コアサイクリスト向けのモニターツアーや、豪州人のサイクリング旅行趣向等の把

握・分析に向けた調査を行う。
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6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R５年度からR8まで年５％増やしていくことを設定しており、引き続き、同目標値に向けて取り組んでいきたい。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 63,223 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 73,963 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 110.11 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 98000 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 98000 人 目標値 103000

時点･期間 R8年度

現状値 52000 人

目標値 89000 人 目標値 93000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.10 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H26

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

ホームページを閲覧し本県旅行を検討した人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 　

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

当初 事　項 外国人観光客誘致推進事業費 予算主管課 観光国際課

事　業

概　要

多言語観光ホームページの新規構築のほか、メタバース等のデジタル技術を活用した情報発

信、交通事業者や周辺県と連携した広域周遊の促進等により、外国人観光客の誘致を推進す

る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

水際対策の緩和によるインバウンドの本格再開や円安等の好影響のほか、令和３年度から実施している欧米豪向けのプロモーショ

ンによる認知度向上が影響したものと推察。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

本県及び観光コンテンツの認知度向上策のほか、旅行会社等を招請した視察ツアー実施による商品造成支援、県内のインバウンド

受入環境整備を支援することで、インバウンド旅行者の誘客促進に繋げることができた。引き続き、環境整備や誘客促進策を実施

していく。

千円

決算額 78,066 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 83,000 千円
最終現計予

算額

実績値 万人

達成率 236.36 ％ 達成率 ％ 達成率

万人

実績値 2.6 万人 実績値 万人 実績値 万人

万人 目標値 万人 目標値

時点･期間

現状値 約2.2 万人

目標値 1.1 万人 目標値 約2

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

年間外国人延宿泊者数(欧米豪)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

6月

補正

後

事　項 インバウンド高付加価値化推進事業費 予算主管課 観光国際課

事　業

概　要

県内インバウンド受入体制・機運を醸成するほか、アドベンチャートラベルやサステナブル

ツーリズム、富裕層対策といった環境整備を強化・支援することで、高付加価値化を推進し、

持続的かつ積極的な誘客促進を図る。


